定例市政記者クラブ・市長懇談会（９月分）の結果について
日時：平成２３年８月３０日（月）午後１時３０分～２時３０分
場所：市役所２階第２委員会室

出席：市政記者クラブ８社

　　　　
会見内容

１．話題提供（３項目）

出
■　今年度の釧路市防災総合訓練を９月１日に実施いたします。釧路地区では、釧路港 東港区 耐震旅客船ターミナルを本会場として海上訓練と陸上訓練を実施するほか、別会場で津波避難訓練と タンカー事故対策訓練を実施いたします。

■　このほか、阿寒湖温泉地区で火山噴火避難訓練を実施するほか、音別地区で地上訓練、津波避難訓練を実施いたします。

■　今年度の訓練の特徴は、これまで午前と午後に分けて別会場で実施していた海上訓練と陸上訓練を 一部を除き、午後にまとめて東港区 耐震旅客船ターミナルで実施いたします。防災訓練の会場を市の中心部に移すことで、より多くの市民の皆さんにご観覧いただけるようになったものと考えております。

■　また、橋北 東部地区（旭町・川上町・栄町・末広町）の住民を対象とした津波避難訓練を、旧旭小学校 跡地に建設されたヤマダ電機及びビッグハウス旭町店で行いますが、住民の皆さんにはビックハウス旭町店の屋上駐車場を目指して集合していただくことで、より高いところを目指す津波避難を体験していただきます。

■　訓練内容につきましては、タンカー事故対策、緊急物資輸送、津波避難訓練、炊出し、負傷者搬送など５２項目となっており、国や道、民間団体など４６の機関に参加をいただきます。

■　今年３月の東日本大震災を受けて、普段の防災訓練の重要性や防災関係機関の連携強化の必要性が指摘されており、今年度は これらの点を踏まえて防災総合訓練を実施するものであります。


■　都市経営戦略プランの策定に際しましては、７つの先行取組項目を進めるとともに広報紙や市政懇談会を通じまして都市経営の目的や意義など機会を捉え、私自身の言葉でこれまで市民の皆様にお話をさせていただいております。

■　本日は、都市経営戦略プランを広く市民の皆様に知っていただくための都市経営戦略市民フォーラムの開催についてお話させていただきます。

あわせて、先行取組のうち この間の動向についてもご説明申し上げます。

■　はじめに、フォーラムのご案内です。お手元に資料を配布しておりますが、１０月２８日午後１時３０分より釧路全日空ホテルで「都市経営戦略市民フォーラム」と題しまして 釧路市と 釧路公立大学 地域経済研究センターの主催で開催いたします。

■　本フォーラムでは 基調報告として、昨年開催しました都市経営戦略会議から提言まで、そして提言を受けた都市経営戦略プラン策定と先行取組にいたるまでの説明をさせていただき、これらの報告を基に、都市経営の目的と意義、先行実施の取組、特に今後重要な施策となる公有資産マネジメントなどについて論議する予定であります。

■　フォーラムには コーディネーターを小磯学長にお願いするとともに、同志社大学の新川教授をはじめ 都市経営戦略会議に参画いただいた有識者の方々のご参加を予定しております。

■　本年６月の広報紙から、都市経営戦略プラン策定に際して、都市経営という考え方を説明させていただいております。しかしながら、行政事務を執行する行政体が市役所であると 伝統的に考えられてきただけに、「まちを経営する」という考え方が市役所職員も、また市民にもまだ十分に浸透していない、部分が多分にあるかと思いますので、都市経営を様々な場面で話をしていきたいと考えていますが、このフォーラム等にご参加いただき、できるだけ共通の認識に立てるように努力していきたいと考えております。

■　次にこの間の先行取組について、お話をいたします。はじめに、公有資産マネジメントについてでありますが、7月14日、15日に昨年、私自身が視察に参りました浜松市より、講師を招き庁内での研修会を実施したところであります。

■　資産管理がこれまで各課所属の単位で行われてきたなかで、この取組は　全庁的に一元化されたデータベースを構築し、施設の機能性に着眼した分野での評価をもとにマネジメントするものであり、職員が まずもってその意識に立って、先進事例を学習したところであります。

■　また、公共施設見直し部会においては 浜松市の公有資産マネジメントの データベースシステムについての検討と「ライフサイクルコスト」いわゆる将来的な施設維持費の推計についても、検証事例をもとに検討してきております。

■　次に 債権管理マネジメントについては７月２１日に庁内横断組織として 「債権管理プロジェクトチーム」１０名の発令を行い、７月２７日から３日間の日程で庁内でのヒアリングを実施してきており、これらの実態を踏まえ基本方針の策定と全庁的な債権管理マニュアルを策定することとしております。


■　台湾との交流事業につきましては、小松副市長が先週８月２４日から２７日までの間、社団法人釧路観光協会や釧路商工会議所などの経済界の皆様とともに、台北市にある関係先を訪問してまいりました。

■　台北市との交流では台北市の郝（ハウ）市長さん自らが出迎えてくださり、ビッグとキカの台湾国民身分証をいただきました。また このことを地元マスコミも大きく取り上げるなど、台北市民が二羽のタンチョウが来ることを非常に心待ちにしていること、北海道や釧路市が特別な地域であることを強く感じたところであります。

■　次に市立動物園とのタンチョウ学術交流に関連しまして、２点ご報告をいたします。

■　９月１１日に動物園においてタンチョウ２羽、雄 ビック９歳と 雌 キカ ６歳を送るセレモニーを行うこととしております。タンチョウの移送は９月１４日の早朝ですので、一般市民のご参加のために１１日にセレモニーを行います。

■　また、９月１２日には、これらのタンチョウを迎えるため、台北市、移送業務を行うエバー航空、報道関係者など約６０名が来釧される予定と なっております。このため、９月１３日の午前中に、当市の観光ＰＲも兼ね、釧路市動物園において台湾訪問団の歓迎セレモニーを行うこととしております。

■　２点目は、１０月３０日に予定されております台北市立動物園でのお披露目式であります。この式典には、私と高橋知事も参加する予定となっておりますが、これを機に、多くの方々に台湾および台北市との国際交流事業への関心を高めていただけるよう、お披露目式に合わせ、双方向チャーター便の運航を計画しているところであります。

　　より多くの市民の皆様にご参加いただいて、台北市で一緒にビッグとキカの台湾デビューをお祝いしていただければ幸いと存じます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

【質疑要旨】
（質問）
・　今年は新しくできた耐震岸壁で防災訓練を行うとのことでしたが、例年と比べて新たに実施する訓練はあるのでしょうか。また、橋北地区の住民を対象に津波避難訓練を実施するとのことですが、どのくらいの人数の参加を想定しているのでしょうか。
（市長）

· 　津波による船舶火災を想定し、負傷者を緊急搬送するためドクターヘリを運航しての訓練があります。また、社会福祉協議会の協力を得てボランティアセンターを設置し、緊急物資の受入訓練も行います。訓練ではビッグハウス旭町店周辺の４町内会、約２２０世帯にご案内を出しています。旧旭小学校周辺の住民は、津波避難の際に総合福祉センター、つまり川側に避難するので、旧小学校周辺に避難所を設けてほしいという要望が以前からありました。そこで今回、ビッグハウス旭町店等が完成したことから、訓練を行うものです。

（質問）

・　釧路からビッグとキカという２羽のタンチョウを送り出し、台湾でのお披露目式にあたりチャーター便の運航を計画しているとのことですが、行程をお伺いしたいと思います。

（市長）

· 　１０月２８日に釧路を出発して、１１月１日に戻ってくる４泊５日の行程です。市民の皆様も是非、ビッグとキカが台湾の皆さんに受け入れられる瞬間を応援していただこうというツアーで、チャーター便は台湾の復興航空が運航しますが、料金等の詳細は来週発表する予定です。

（質問）

・　復興航空は震災の影響で釧路間のチャーター便運航を一時ストップしていましたが、震災の影響はもう無いと考えてよろしいのでしょうか。

（市長）

· 　影響は無いと考えています。また、秋冬は釧路の霧が少なく、安心して飛べる環境になったということだと思います。チャーター便再開の初便は１０月５日を予定しています。

（質問）

・　タンチョウを台湾に送り出すにあたり、市長は現在どういったお気持ちでしょうか。

（市長）

· 　特別天然記念物であるタンチョウを初めて海外に出すので、事業の重さを感じているところです。この事業をしっかりと盛り上げていきたいですし、台湾と釧路との関係を更に深められるように今回の交流を次回に繋げていきたいと考えています。

（質問）

・　野田新総理に代わり、釧路コールマイン㈱の研修事業継続についてはどう進んでいくと思われていますか。
（市長）

· 　国のエネルギー政策の中に寄与している石炭高度化事業は、成長路線と思っています。



３．台湾とのタンチョウ交流について








２．釧路市都市経営戦略プランの取り組みについて








１．平成２３年度 釧路市防災総合訓練の実施について
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